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　本実践は平成 28年 4月から平成 29年 2月に
かけて，茅ヶ崎市立浜須賀小学校の大國翔太教
















































































































































































































































































































































教諭が平成 28年 4月から平成 29年 3月にかけ




























































































































































































































































































































































































































































































































































学校としてできること」，平成 28年 12月 18日更新，
最終閲覧日平成 29年 11月 11日，https://ja-jp.face-
book.com/notes/takashi-muto/
 4）佐藤学．専門家として教師を育てる―教師教育改
革のグランドデザイン―．岩波書店．2015．P.33-43．
 5）栗原幸正．学習指導要領改訂に対峙するカリキュ
ラム・マネジメント―「漠然とした不安」の払拭を
目指す学校経営システムの構築―．学校経営研究第
42巻．大塚学校経営研究会．2017-04．P.39-47．
 6）現在のように教育行政による研修体制も十分確立
しておらず，保護者と一体となって児童たちの育成
にあたる事自体が，教師としての技術やセンスの向
上につながった教師も多かった．
 7）小学校低学年の昔遊びや，中・高学年の福祉教育
や平和教育で，当事者や体験談を聞くなどの活動が
多い．学校によっては生活科導入の際にどの学校も
取り組んだ人材マップを活用して運用しているケー
スも存在する．事前に十分な打ち合わせ等を実施し，
授業としてコーディネートしないと，児童たちは体
育座りで「聴く」という修行をすることになり，教
育としての対時間効果は薄い．
 8）学年を形成する学級が，それぞれの活動をすると，
保護者から同様の教育をして欲しいと要望されたり，
教師の資質が教育内容に反映することで明らかにな
ることを避けるため，管理職だけでなく教師たちか
らも同一内容・同一歩調を求める気持ちが強い．特
に世代交代が進み若手教師が増えた現在，その傾向
は強くなってきている．
 9）同 5）P.44．筆者はカリキュラム・マネジメント
とは，学習指導要領に示された内容を的確に把握し，
学校・地域・児童生徒の実情に即して，教職員がそ
の専門性を生かして授業づくりや活動づくりに取り
組める学校組織運営のための経営戦略であると捉え
ている．
10）長沼豊編．学校ボランティア・コーディネーショ
ン―ボランティア・コーディネーター必携―．筒井
書房．P.9-58．2009-6．長沼らはボランティア活動
には「互酬性」への配慮が重要と述べる．特に学校
においてボランティアを実施する際には，その関係
性の構築が必須であると説く．
11）「互酬性」の視点については，平成 12年度に栗原
が茅ヶ崎市浜之郷小学校に教員として在籍していた
際，総合警備保障（ALSOK）と協働して「あんしん
教室」の立ち上げに関わった経験が影響している．
その際，学校側は安全を守る仕事の「授業づくり」
を ALSOKの全面支援を得て完成させ，ALSOK側
は学校側から児童に教える方法を学び社会貢献事業
の立ち上げと社員研修方法の刷新に成功している．
その時の経験について，浅谷・大國両教諭をはじめ
同校の教職員に栗原が校内研修を通して伝えてい
る．
